
  
 

 

 第一回 

青少年ユニバーサルキャンプ 

平成 28年度 IYEO チャレンジファンド助成事業  

 

9月 10日〜 11日に手賀の丘少年自然の家（千葉県柏市）にて

2016年度 IYEOチャレンジ・ファンド助成事業「第 1回青少年ユニバー

サルキャンプ」（主催：青少年ユニバーサルキャンプ実行委員会）を開催

しました。初めての開催でしたが、総勢 59名（小中学生 23名、実行委

員・リーダー36名）の方が参加しました。 

 

［実行委員長 大郷 和成さん コメント］ 

国籍や性別、障がいの有無にかかわらず、誰でも安心して参加できるユ

ニバーサルなキャンプ。社会教育・専門性・多様性のノウハウが合わさり、医

療ケアが必要な重度障害児も参加できる本当の意味で「誰でも OK」のキ

ャンプが実現しました。いつもと違う場所で、仲間と体験を共有することで、

一人一人が今までにない新たなチャレンジをしていました。「来年もまた参加

したい！」「こういうキャンプが本当に日本でやりたいと思ったことだった！」など、

参加者の心に残るキャンプとなりました。 

 キャンプに参加した一人一人が、社会の壁を崩して橋をかけて 

いけることを祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参加者の声］ 

・ 相手の立場に立つことの大切さを改めて学びました。「もし自分だった

ら？」と考えることはもちろんですが「もし目の前の相手が自分の子供だったら、

親だったら、友達だったら、今と同じ言動をとるだろうか？」そんなことをもう少

し軽いお題で、子供や大人たちとゆっくり考える時間を持てたら、少し違う角

度の学びが得られたかもしれないなと思います。（実行委員（IYEO会

員）） 

・ 子供たちはどんな人とも同じように向き合って、偏見なくコミュニケーションす

る力を持っている。（実行委員（IYEO会員）） 

・ お互いのことを知るには、「一緒に何かをやる」ということが重要だと感じた。 

ほかのリーダーと話し、今までにない価値観を得ることができた。「人と異な 

る」ことを認識しても、いじめたり、からかったりすることがなく感心した。子供 

たちのやさしさに触れることができた。（ボランティアリーダー（IYEO会

員）） 

・ 貴重な体験ができ、いろんな人と関われ、キャンプならではのアイデアなど

がありました。（ボランティアリーダー（障がい児の母）） 

・ 仲間とお泊り。遅くまで話をして楽しかったです。協力する大切さを学びま

した。（参加児童） 

 
 


